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平城宮跡第 155次発掘調査現地説明会資料

ー南面大垣東端地区の調査一
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昭和59年5月26日

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部
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はじめに

平城宮跡発掘調査部では、平城京条坊の解明や南面大垣復原整備などにともない、宮南辺部におい

て数次の発掘調査を行ない、大垣や条坊遺構を確かめるための調査（第32次•第130次•第143次）

や、南面大垣に開く門の調査（朱雀門：第16次、壬生門：第122次、若犬養門：第133次）を行なっ

てきた。今回も南面大垣東端部の復原整備に先だつ調査であり、宮域東南隅を調査した第32次及び第

32次補足調鉦の発掘区と一部重複する。調査面積は約3,300面で、調査は 3月29日から開始し、現在

なお進行中である。

遺構

検出遺構は南面大垣・ニ条大路・宮内道路南側溝・南北溝・左京三条ー坊の北の築地がある。
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南面大垣SA1200 発掘区西端から東へ57mにわたり、南面大垣の築土を検出した。それより発掘

区東端までは、後世の削平により大垣の築土は消失している。現在の市道の高まりがそのまま大垣の

築土で、高さ0.3mほど残っている。大垣の基底幅は2.7mで、築土はバラス混じり砂質土と粘質土を互

際につき固めている。築土は 2箇所互層となって途切れており、その間隔は23.5mで、版築を築成す

る時の工程順を示している。大垣北側では、犬走り部分の築土が幅0.9m、長さ17mにわたり残ってい

るが、大部分は削平されている。犬走り部分の築土上から、柱穴列SSO6を検出した。 SSO6は大垣

解体時の足場穴か、大垣改修時の柱穴であろう。犬走り部分が削平された部分では、添柱穴SSO]と

鋸歯状の掘込み地業SX02を検出した。添柱穴SSOI• 8S02は、大垣基底部端から南・北側それぞ

れ0.lmの位置にあり、柱間の間隔は1.7-3 mで、大垣を版築で築成した時の堰板を支える添柱穴と

考えられる。鋸歯状の掘込み地業SX03• SX04は、添柱を避けるように平面的に凹凸を設けて掘込

地業を行なっている。添柱穴SSO]の北1.5mの位置には、東西方向の柱穴列SSO5がある。柱間間隔

は1.2~3mで、雨落溝SD9488の埋土より古く、大垣築成時の足場穴か、犬走り築成時の添柱穴と

考えられる。大垣の掘込み地業から北1.5mの所に、深さ O.lm の素掘りの雨落溝•SD9488がある。

宮内東西道路南側溝8D9481 宮内東西道路南側溝SD9481は、堆積土とそれに含まれる遺物の差

及び溝底の位置の差から、 A~C期に区分できる。 A期の溝幅は1.3m、深さ0.6mで、上から黄灰粘土、

灰色粘土、暗灰粘土が堆積する。 「コロ郷口屋里」 (715-740 年頃）の木簡が出土。 B•C期溝幅

は1.8m、深さ0.5mで、溝心はA期の溝心より南へ lmずれる。 B期の溝は灰褐砂質土または暗灰粗

砂が堆積し、奈良時代中頃以降の円面硯が出土。 C期の溝には、黄褐バラス・灰色粘土が堆積する。

8D948]は発掘区西端で 2条の南北溝8D06• 8D07と合流する。 8D06はA~D期に、埋土の差

から区分できる。 8D06のA期堆積土は、 8D9481のA期堆積土と異なり、溝底の高低差もあり、合

流するかは不明。 B•C期は、 8D9481 と合流する。合流場所で、 「散位寮」の木簡が出土。 D期で

は、築地を貫通して流れる。

8D9481は発掘区東半部で、 2条の南北溝8D4190• 8D3410と合流し、築地部分を貫通する。西

側の南北側溝8D4190は築地部分を貫通し、二条大路北側溝に流れる。開渠部分では溝幅 3m、深さ0.

6-0.9m。東西両肩に杭を打つ。外側に小型丸杭が並び、内側に径10cmの角杭が並ぶ。角杭は築地に

工長近い部分のみ打ちこむ。開渠部分の溝底から、 「神亀二年諸司考文」の木簡が出土。 8D4190と築地

との交叉点では、最上層に築地崩壊土があり、その下に炉跡がある。炉跡からは金属工房関係の遺物

ゃ二彩瓦が出土した。交叉点の最下層は、未調盃であり、暗渠となるか開渠となるかは不明だが、暗

渠となる可能性が強い。

東側の南北溝8D3410は、幅9m。堆積土の差からA~C期に区分できよう。現在検出したのはC

期の溝である。 C期の堆積層から「富寿神宝」や糸切底の壷が出土しており、 9C前半代の堆積層で

ある。この時期には大型の石が散乱した状態になっている。先行するA•B期における暗渠の有無に

ついては不明だが、散乱した大型の石については、溝の護岸の石とするより石組溝が崩壊したものと

考えておく。

二条大路SF9440 大垣心から南12mで二条大路北側溝SD1250、南49.5mで南側溝SD4006を検

出した。 SD1250は、幅4m、深さ0.9mの素掘りの東西溝である。発掘区の東半部では、護岸の杭が

0.5m間隔に打ち込まれており、一部にシガラミがある。北側溝の堆積から「参入舎人」 「阿曇」 「丹

比」 「大伴」の木簡が出土。南側溝SD4006は福 2m、深さ0.4mの素掘りの東西溝である。 SD4006

の南に、左京三条ー坊の北を限る築地SA4005がある。築地4005は削平されているが、築地寄柱を 2

箇所検出した。柱間は20尺であるが、当初は10尺等間であり、未検出の柱穴は、後世の削平により消

失したものであろう。
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第 1 5 5 次発掘調査遺構図
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